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要旨 

自殺者の増加は社会問題となっており、自殺対策として様々な政策や行政の取り組みがなされている。

急性期病院においては救急救命が中心となり、短い入院期間の中で自殺未遂者に対する支援が十分に行

えているとは言い難い。精神的なケアや生活の整え、家族支援の構築、地域での支援ネットワークづく

りなどの関りが必要と感じるが、MSW として十分な関りができないまま終結するケースが多い。病院全

体の支援システムや地域の関係機関との連携の必要性を感じている。自殺未遂者支援に対して MSWが抱

える葛藤や不全感を明らかにし、解決にむけた道筋を検討したい。 

  

１目的 

 急性期病院（A病院）における自殺未遂者支援

の現状と課題を分析し、MSW が抱える葛藤や不全

感を明らかにする。また、今後にむけて課題解決

の方向性を検討する。 

 

２方法 

2021年 12月 1日に、3名の A病院 MSWに対し、

自殺未遂者への支援について約 1時間半のグルー

プインタビューを実施し逐語記録を作成した。 

逐語記録から「自殺未遂者支援の課題」「対応策」

を抽出したデーターをコード化し、類似のコード

をカテゴリー化した。 

 

倫理的配慮；本研究は、富士市立中央病院倫理

委員会の承認を得て実施している。 

（2021年 承認番号 267） 

 

３結果 

 分析の結果、MSWが動きにくさを感じる自殺未

遂者支援の課題として、27のコードと 13のカテ

ゴリーを抽出した。（表 1参照） 

また対応策として 13の方法を抽出した。 

 

４考察 

 自殺未遂者は、大きな問題が無く退院できる

ため、院内の関心ごとになっておらず、支援シ

ステムが未確立で MSWの役割もあいまいなもの

となっている。MSWは、使命感と専門職意識だけ

で関わっており、安定した支援となっていな

い。安定した支援をするためには、気持ちだけ

で左右されないようシステムが必要となる。 

＜ 表 1 自殺未遂者支援の課題 ＞ 

 

５まとめ 

今研究を通して、実践の中で感じる葛藤、憤

り、不全感を言語化し参加者で共有したことで

気持ちを整え、多角的に考えることができた。

自殺未遂者支援をしにくくしているものは何

か、解決にむけてできることは何かを模索する

ことができた。 


